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１ 主題設定の理由                                                平成１２年１２月、教育課程審議会は、「児

童生徒の学習と教育課程の実施状況の評価の

在り方」について答申を行った。その中で、

評価の基本的な考えとして、次のことを重要

視している。 

  新学習指導要領は、各学校が特色を生かし

ながら、一人一人の個性を生かす教育を展開

し、児童に基礎・基本を徹底し、自ら学び、

自ら考える力などの「生きる力」を育成する

ことを基本的なねらいとしている。文部科学

省は、新学習指導要領のねらいを実現し確か

な学力を向上させるため、平成１４年１月、

「学びのすすめ」を公表した。これを受け、

各学校では次の５つの方策に取り組むことが

大切である。 
①きめ細やかな指導で、基礎・基本や自ら学

び自ら考える力を身につける。 

②発展的な学習で、一人一人の個性等に応じ

て子どもの力をより伸ばす。 

③学ぶことの楽しさを体験させ、学習意欲を

高める。 

④学びの機会を充実し、学ぶ習慣を身につけ

る。 

⑤確かな学力の向上のための特色ある学校づ

くりを推進する。  
  この趣旨の実現のためには、日々の学習に

おいて、児童一人一人の学習状況や学力を学

習の結果だけでなくその過程も含め、様々な

場面において適切に評価し、指導の改善に生

かしていくことが大切である。 

 また、新学習指導要領は最低基準であると

いうことが示された。このことは、日々の学

習において、各単元や各活動毎の達成すべき

目標、すなわち評価規準を明確にすること、

その目標に準拠した評価に立って、児童一人

一人の実態に応じた発展的な学習や補充的な

学習などきめ細やかな指導を行うことなど、

評価の重要性と評価と指導の一体化の必要性

を意味している。 

①学力は知識の量のみでとらえるのではなく、

自ら学び、自ら考えるなど「生きる力」が育

まれているかどうかによってとらえること。 

②集団に準拠した評価（相対評価）ではなく、

目標に準拠した評価（絶対評価）を一層重視

すること。 

③指導と評価の一体化を図り、評価方法の工

夫改善を推進するためにも、学校全体として

評価の取り組みを進めること。 
この答申を受け、国立教育政策研究所教育

課程研究センターから、各学校における評価

規準の作成、評価方法の工夫の参考の指針が

示された。各学校においては、新学習指導要

領のねらいを達成するためにも、単元の評価

規準をどのように作成するのか、評価計画を

盛り込んだ指導計画をどのように作成するの

か、日常的な評価をどのように行うのか、学

期末・学年末の評価のまとめをどのように行

うのかといった実践的研究が早急な課題とな

った。 

２ 主題の意味 

（１）新教育課程における評価の在り方 

ここでは、平成１２年１２月、教育課程審

議会より答申された「児童生徒の学習と教 

育課程の実施状況の評価の在り方」をもとに、

新教育課程における評価についての考え方と

その在り方をまとめてみたい。 
ア 学力と評価について 

旧学習指導要領では、自ら学ぶ意欲や思考 

力、判断力、表現力などの資質や能力の育成



を重視していたが、新学習指導要領でもこう

した資質や能力の育成を目指し、観点別学習

状況の評価を各教科の基本に据え、その観点

として「関心・意欲・態度」「思考・判断」

「技能・表現」「知識・理解」の４つを基本

としている。 

 新学習指導要領は、完全学校週５日制の下、

教育内容を厳選し、ゆとりの中で学習指導要

領に示す基礎・基本を確実に身に付け、「生き

る力」すなわち①自分で課題を見付け、自ら

学び、自ら考え、主体的に判断し、行動し、

よりよく問題を解決する資質や能力 ②自ら
を律しつつ、他人と協調し、他人を思いやる

心や感動する心などの豊かな人間性③たくま

しく生きるための健康と体力 を育成するこ

とを基本的なねらいとしている。自ら学び自

ら考える力などの「生きる力」を育成する上

で、基礎・基本の確実な定着は、欠くことの

できない要素である。ここでいう基礎・基本

には、知識や技能だけでなく、自ら学ぶ意欲

や思考力、判断力、表現力なども含まれる。  

学力については、知識の量の多少によってと

られるのではなく、新学習指導要領に示す基

礎的・基本的な内容を確実に身に付けること

はもとより、自ら学ぶ力などの「生きる力」

が育むまれているかどうかによってとらえる

必要がある。旧学習指導要領でも知識や技能

だけでなく、自ら学ぶ意欲や思考力、判断力、

表現力などの資質や能力などまで含めて学力

ととらえていたが、新学習指導要領は、こう

した学力のとらえ方を一層深め、学力の質の

向上を図ることをねらいとしている。 

   自ら学ぶ意欲や問題解決の能力、個性の伸

長などに資するためには、個人内評価（児童

のよい点や可能性、進歩の状況などの評価）

を工夫することも大切である。 

  これからの児童の学習状況等の評価にあた

っても、量的な学力だけでなく質的な学力を

適切に評価できるよう工夫することが重要で

ある。また、教師が新学習指導要領の趣旨を

十分に理解し、日々の指導と評価に生かして

いく必要がある。  

  イ 目標に準拠した評価及び個人内評価

の重視について 

  新学習指導要領においては、自ら学び自ら

考える力などの「生きる力」をはぐくむこと

を目指し、学習指導要領に示された基礎的・

基本的な内容の確実な習得を図ることを重視

している。そこで、新学習指導要領に示す目

標に照らしてその実現状況を見る評価 （いわ

ゆる絶対評価）を一層重視し、観点別学習状

況の評価を基本として、児童の学習 の到達度

を適切に評価していくことが重要になる。従

って、その為の評価の規準を明確にしていく

ことが求められる。   

 評価にあたっては、知識や技能の到達度を

的確に評価することはもとより大事である 

が、それにとどまることなく、自ら学ぶ意欲

や思考力、判断力、表現力などの資質や能力

までを含めた学習の到達度を適切に評価して

いくことが大切である。 

 これからは、課題を発見する能力や自ら学

び自ら考える力、よりよく問題を解決する能

力などの育成が重要である。また、児童の興

味・関心、習熟度などに応じ、個に応じた指

導の充実を図り、個性を生かす教育を推進す

ることが求められている。 

 ウ 評価と指導の一体化について 

   学校の教育活動は、計画、実践、評価、計

画という一連の活動が繰り返されながら、児

童のよりよい成長を目指した指導が展開され

ている。すなわち、評価と指導は別物ではな

く、評価の結果によって後の指導を改善し、

さらに新しい指導の成果を再度評価するとい

う、指導に生かす評価を充実させることが重

要である（評価と指導の一体化）。また、児

童にとって評価は、自らの学習状況に気付き、

自分を見つめ直すきっかけとな 、その後の学

習や発達を促すという意義がある。            

 「生きる力」の育成を目指す新学習指導要

領の下では、児童の学習状況を、単一の時期

や方法によって評価するのではなく、評価方

法、評価の場面や時期などについて適切な方

法を工夫し、それらの積み重ねによって児童

の成長の状況を総合的に評価することが一層

重要である。また、児童による自己評価や児



童同士の相互評価などを生かすことや、保護

者による評価、教育活動に協力した地域の々

などによる評価を参考にすることなども有効

である。とりわけ、自己評価については、自

ら学ぶ意欲などを見る上で有効であるばかり

でなく、児童が自分自身を評価する力や他人

からの評価を受け止める力を身に付け、自己

の能力や適性などを自分で確認し、将来を探

究できるようにするためにも有効である。 

（２） 評価の主体者としての各学校及び各

担任の在り方      

   教育課程の編成主体については、学習指導

要領第１章総則第１の１において、「各学校

においては、・・・・・適切な教育課程を編

成するものとする。」と示している。前回の

改訂の際、教育課程の編成において各学校が

主体性を発揮する必要があることが強調され

たが、今回の改訂では、さらに「創意工夫を

生かし特色ある教育活動を展開する」ことが

加えられ、教育課程編成における学校の主体

性を発揮する必要性が一層強調されている。

また、各学校には、自ら学び自ら考える力の

育成、基礎的・基本的な内容の確実な定着と

個性を生かす教育の充実など「生きる力」を

育む教育への質的な高まりが求められている。 

  従って、各学校が編成し実施する教育課程

については、目標に照らしてどのように行わ

れ、児童がその目標の実現に向けてどのよう

に変容しているのかを明らかにし、また、ど

のような点でつまずき、それを改善していく

ためにはどのように支援していけばよいかを

明らかにしていくための評価を欠くことはで

きない。 

３ 副主題の意味 

 理科の学習では、子どもが見通しをもって

主体的な問題解決の活動を行うことの重要性

が強調されている。そのためには、子どもの

学習の過程を「見取り」、学習の成果を「価値

づける」評価のあり方が重要になってきてい

る。そのためには、学習指導の改善に生きる

評価規準を作成することが必要である。評価

規準は学習指導要領の目標及び内容を分析し

たものであり、学習指導要領で大切にしてい

る点は、当然評価規準においても重視されて

いる。この点から理科の評価規準は、自然を

対象として子どもに問題解決の能力・資質を

育成するということを大切にしている。その

ため、育成すべき問題解決の能力が学習指導

要領の各学年ごとに明確に位置付けられてい

る。したがって、評価規準においても、この

問題解決の能力に対する子どもの実現状況を

評価するということが特に大切にされている。

問題解決の能力は自然事象への関心・意欲・

態度、科学的な思考、観察・実験の技能・表

現、自然事象に対する知識・理解の４つの観

点からとらえてくるが、とくに「科学的な思

考」に各学年の問題解決の能力が表れている。

そこで、４年の理科学習を実践事例として取

り組みを通して評価のあり方を追究したいと

考え本副主題を設定した。 
４ 研究の目的 

 新教育課程における評価規準や方法及び評

価の在り方を４年生理科に焦点化しながら究

明し、子どもの学習状況の把握に活用できる

評価方法の工夫改善に資する。 
５ 研究の課題 

（１）目標に準拠した評価規準を作成し、具

体的な評価計画方法の学習指導への生かし方

を 4年生理科において究明する。 
（２）日常の評価に生きる補助簿とその積み

上げ 
６ 課題解明の視点 

（１）評価規準の作成および具体的授業から

の評価例 
（２）効果的な記録簿の作成 
ア 自ら学ぶ意欲や思考力、判断力、表現

力などを含めて子どもの学習状況を適切に評

価する。 
イ 指導に生かす評価（評価と指導の一体

化）の改善資料として活用する。 
７ 研究の実際 

 ４学年単元「とじこめた空気と水」「ものの

温度とかさ」について次の手順（図１）に沿

って評価規準や指導と評価の計画を作成し、

実践を分析した。 



（１）学習前の子どもの実態 

単元「閉じ込められた空気と水」で、事前

にアンケ

ート等を

通じて、

子どもた

ちの理科

学習にお

ける関心、

学習方法の傾向、水や空気に関する知識・理

解等を調べ、一人一人の学習の姿を把握しよ

うとした。理科学習を好む子どもは多く（図

２ ）、理科の学習の進め方については、自分で

進んで見通しやめあてをもって学習を進めて

いるものが 13 名、受動的に学習をすすめて
いるものが 15 名であった。また、体積変化
に着目した学習内容に直接結びつく問題には

関心が見られない。そこで、子どもたち一人

一人が十分活動する時間を保障して、活動の

中から見通しをつかませる必要があると考え

られる。 
単元導入前にアンケート等をとり、子ども

の事前の実態を知り診断的評価から授業を設

計することが大事である。 
（２）自然事象への関心・意欲・態度に関す

る評価 

（図１） 

関心・意欲・態度は、次のようにとらえる

ことができる。①「関心」は、教材や学習活

動に対して、注意を向け、何をどのように学

習したり、行動したりしようかという子ども

の思いや願い②「意欲」は、自己の課題解決

を目指し、これに向かって積極的に努力しよ

うとする持続した意志や欲求③「態度」は、

これまでの学習経験を基にして学び得たもの

をこれからの学習に生かそうとしたり、自己

の生き方を見つめて変えようとしたりする心

構えといえる。 
関心・意欲・態度の評価については、教師

の行動観察や自己評価が中心であるように思

う。しかし、

関 心 ・ 意

欲・態度の

分析や具体

的な行動観

察の基準を

設けること

でより具体的

なものになる。

また、課題設

定段階での関

心の評価、追

究段階での意

欲、一般化の

段階での態度（日常生活への適用、ものづく

り）として評価を考え「閉じ込めた空気と水」

導入での関心・意欲の行動観察での基準例と

して（写真１．２） 

（写真１ ） 

理科学習は好きですか

好き

嫌い

どちらでもない

 

図２ 
（写真２ ） 

A：からだの全身をつかって工夫して調べ、
閉じ込めた空気の弾性に気づいている。B：
繰り返しビニール袋を押して閉じ込めた空気

の弾性を意識している。C：ビニール袋を手
でさわっている。など具体的な行動を基準に

評価していった。 
「空気や水の温まり方」の単元では、試験

管につけた石鹸の膜が手の体温によってふく

らむ現象から子どもたちが温度に着目したと

き、もっと温めたいという意欲が生まれ、見

通しを持ち、息を吹きかける活動を始めた子



どもたちは、

A 段階と判
断した。（写

真３．４） 
また、ま

とめの記録

でおどろき

や自然に対

する感動、

疑問、家庭

で実験をし

てみるなど

の記述のあ

る児童は、関心・意欲・態度が高いと考えた。 
○すごい音がして飛んでいって、ちぢまっ

た空気の力ってすごいなと思いました。な

のに水はちぢまらなくてまたびつくり。 
○ストローから水が出たのはびっくりしま

した。今度は家でもこの実験をやってみた

いです。 
○やっぱり水の少ない方が空気がたくさん

入り、空気がちぢまってげんかいになると

水がおされて、水がとびだすのかなあと思

いました。それで、思ったんだけど空気の

力はすごいと思いました。 
（４）科学的な思考に関する評価 

 ４年生の理科で育てる資質・能力は、事象

の変化と要因を関係付ける科学的な見方・考

え方になる。「ものの温度とかさ」では、空気・

水がふくらむ･ちぢむ現象を温度と関係づけ

てとらえているかという視点で評価していっ

た。（写真５）また、空気と水・金属の体積変

化や温ま

り方のち

がいを比

較する見

方・考え

方が必要

なところ

では、その視点についても評価していく。比

較する科学的な見方・考え方は、３年生での

学習で育てる資質・能力であり、科学的な思

考の基礎ともいえるものであり、不十分な子

どもには学習を通して考える視点や方法を与

えていった。学習中の実験・観察の事例だけ

でなく、生活の中にある自然現象を説明でき

る子どもたちは、Aの評価といえる。 
（写真３ ）手で温めている子

ども 
○わたしは、あたためると空気に変化がある

とわかりました。空気をあたためると、ふ

くらむことがわかりました。わたしは、も

っともっとあたためるともっとまくがふく

らむと思います。だから､次が楽しみです。 
○お湯に入れた方がふくらむ。お湯の温度が

高いほどたくさんふくらむ。大きくなったけ

どわれるのも早い。手でしたよりも早く大き

くふくらんだ。 
○水をあたためるとふえて、冷やすとかさが

へるとわかりました。空気と比べると変わ

り方は、小さいとわかりました。水をあた

ためたり冷やしたりするよりも、空気であ

たためたりひやしたりするほうがふくらん

だりする速さがはやいことがわかりまし

た。 

（写真４ ）息を吹きかけている子 

（３）観察・実験の技能表現に関する評価 

 技能・表現は、観察、実験器具の操作能力

と表現（絵図、ことば、具体物等でまとめた

り、説明したり、記録できる）能力に大きく

分けられる。操作能力については、実験中の

期間指導中の座席表による観察を行い、ノー

トでは実験の方法と結果が的確に記録されて

いることで評価を考えた。１.操作能力と 2.
現象の記録から結果が導き出されているか、

3.絵図でわかりやすく説明されているか。の
3つの視点から評価した。「とじこめた空気と
水」第３次のＳ児ノートでは、現象から結果

を文と絵図から記録できている。操作能力に

ついては、空気がもれないように手ごたえを

感じながら実験を行っていたのでＡ評価とし

た。また、３年単元「じしゃく」の既習の学

習から現象を説明しようとしていることも評

価に考慮した。 写真５ 

（５）自然事象についての知識理解に関する

評価 

 「閉じ込めた空気と水」では、学習指導要

領の内容である閉じ込めた空気を圧すとかさ



は小さくなるが、圧し返す力は、大きくなる

こと、閉じ込めた空気は圧し縮められるが、

水は圧し縮められないが記述されているか及

びペーパーテストの結果により評価を行った。 
O児のノートの事例は、単元「ものの温度と
かさ」のまとめの段階で、空気、水、金属の

かさのふえ方、温まり方をノートにまとめた

ものである。この 6つの内容により知識・理
解の評価を行った。現象からわかったこと、

それぞれのちがいが記述されているものをＡ

評価とした。知識・理解の評価内容の明確化

とどのように知識・理解が形成されていった

かによって学習見直す必要がある。                         
○いろいろな方向にふくらんだので、上に

上がるということやはねかえって下にいく

というんでなくてふくらむということがよ

くわかった。 

○せっけんのまくは、空気がじょうはつし

て上にあがると思った。 
○ぼくは、上にしかにげみちがないときは

上に行って、下にしかにげみちがないとき

は下ににげることがわかった。横になると

どうなるか。 

（６）記録簿による評定のための集計 

 評価の計画に沿って、評価し記録した結果

をもとに観点別評価の総括を行い、評定を行

った。各観点別評価を判断した ABC の数で
総括的評価を行い、ABCが同数の場合は、単
元において育成したい資質・能力等に重点を

おいて判断した。なお、一覧表作成前に、時

間ごとに子どものノートや観察を記録するこ

とが、一人一人の学習状況を評価し、つまず

き等に気づくことができた。 
（７）自己評価・相互評価について 

 見通しを持って活動できたか、進んで実

験・観察ができたか等の内容を各時間の学習

のまとめにおいて観察だけでは捉えにくい情

意面を主に自己評価させた。また､単元が終わ

って、自己評価カードによって、学習への意

欲や知識・理解、見通しをもって進められた

かなどを調べた。子どもの内面を表すこの自

己評価活動も参考に、総合的に評価を行った。

４年生から、自己評価活動を積み上げながら

自分自身で学習の目標等を修正することがで

きるような自己教育力を育てる上でも大事に

したい。相互評価は、自己の評価とのずれを

補完するものとして活用できると考えられる。 
（８）指導と評価の一体化から 

 評価した内容や子どものつまずきを次時の

指導に生かすことが必要である。「ものの温度

とかさ」の単元で、子どもたちが空気は上に

上がるという見方をしているときに、試験管

を逆にして、お湯に中に入れて空気が出る現

象やガラス管を水平にして、その両脇から石

鹸水の膜が広がる現象を見せるなどの実験を

取り入れていった。このことによって子ども

たちに広がっているという意識を持たせるこ 
とができた。 

８ 研究のまとめ 

（１）研究の成果 

評価規準の設定により、子どもたちの変容

を見る視点がより具体的になった。おおむね

満足できる状況の評価規準（学習指導要領の

目標・内容の分析項目）を設定することで、

子どもたちの行動観察・ノート等の記録分析

の観点が明確になってきた。また、設定した

評価規準をもとに、実践の中から十分満足で

きる状況や努力を要する状況を子どもの姿や

行動で判断していくことで、より客観的に評

価することができた。 
（２）今後の課題 

子どもの姿を具体的にした評価規準の作

成により、客観的な評価を容易にし、学習指

導計画の改善につながるようにすることが大

切である。また、子どもの学習状況を十分把

握し自己評価を考慮しながら、発展的学習、

補充的な学習などの一人一人に応じたきめ細

かな指導に努めることが必要である。また、

「A生物とその環境」「C地球と宇宙」などの
内容の単元の特性に応じた評価と指導のあり

方の研究や他教科への一般化を図りたい。 
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